
















































































































不明 合計 構成比率周辺地域 地域
男性・10歳代 1 5 6 l出
男性・20歳代 4 10 14 3対
男性・30歳代 3 18 21 59出
男性・40歳代 5 28 33 8出
男性・50歳代 5 15 20 59出
男性・60歳代 10 36 46 11対
男性・70歳代 4 17 21 59出
男性・80歳代 3 3 l出
男性・小計 32 132 164 40判
女性・10歳代 4 4 l出
女性・20歳代 4 15 19 59出
女性・30歳代 6 19 1 26 6出
女性・40歳代 10 38 2 50 12出
女性・50歳代 9 30 1 40 10出
女性・60歳代 14 44 58 14出
女性・70歳代 4 27 31 8出
女性.80歳代 l 2 0対
女性・小計 48 178 4 230 56判
不明 2 15 17 4出
総計 80 312 19 411 100弘












表 2にしめすように茂林寺への来訪頻度では、サンフ。/レ全体で、数年に 1回以下:64%、年に 1
回以上(16%)、半年に 1回以上(14%)とつづいており、訪問頻度が 1年に 1回未満のサンフ。/レが過
半数を占める。これを居住地別に区分すると、周辺地域では年に 1回以上、半年に 1回以上がと








茂林寺 ザ・卜レジャー ガー プ、ン 茂林寺沼
茂林寺 その他 合計 茂林寺 その他 合計 茂林寺 そのf也 合計周辺地域 地域 周辺地域 地域 周辺地域 地域
①毎日 1 1 。
②週にl回以上 2 l 3 l 5 6 
③月にl回以上 11 10 21 5 5 6 9 15 
④半年にl回以上 20 34 54 12 16 28 16 18 34 
⑤年にl回以上 20 41 61 13 46 59 14 30 44 
⑥数年にl回以下 26 221 247 49 217 266 33 222 255 
不明 1 4 5 5 28 33 5 32 37 




























































た 13項目を提示し、利用意向の高い上位 3項目以内を回答する設聞を設けた。表 6は、 13項目
それぞれの指摘率(各項目を指摘した回答数合計/有効回答者数)を示したものである。表の最右
欄にサンフ。ノレ全体の指摘率を示した。上位より、①物販コーナー(地元の野菜やおみやげ品の販
売)、②(遊具を含む)芝生広場、③花園(花の咲く樹木の庭園)、④レストラン・カフェ(飲み
物・軽食が可能)までが、指摘率 30%を超えている。地元の野菜の購入といった食材の購入や軽
食等が取れるカフェ等、購買をともなう利用意向が高いとともに、平日の放課後や休日の利用が
考えられる憩いの空問機能を有する芝生広場、ザ・トレジャーガーデンや茂林寺沼と同じカテゴ
リーである「自然資源」に区分される「花園」の一体的整備などから、自然保全を重視した回答
が多いと考えられる。
表 6 茂林寺周辺地域における整備メニューの指摘率
※凡例護説:
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この回答は、来訪頻度や居住地、年齢階層によって異なると考えられるため、属性別に指摘率
を算出した。まず、頻度別では、月 1回以上の来訪者は物販に対する利用意向が増加しているの
に対して、芝生広場は低下している。一方、頻度少ない被験者はトイレやノくーベキュー施設に対
する意向が強くなっている。
また、年齢階層によっても回答性向が異なり、 49歳以下はバーベキュー施設や芝生広場の指摘
率が高い一方、 50歳以上で花園の指摘率が高い。これらは、年齢階層による志向や世帯構成・同
居者などを反映したものと考えられる。これに対して、茂林寺周辺地域とその他地域に区分した
居住地では、指摘率上位 4位に差異がみられない。これより、整備メニューへの指摘率は、来訪
頻度や年齢階層によって規定されると考えられるとともに、地域の整備にあたっては想定する利
用者層を明確に設定する必要性が高いといえる。
4. 本年度の取組み-2 旅行事業者アンケ一卜一
館林市の観光資源の再確認とその有効利用策検討を目的として、館林周辺に支匝をもっ旅行会
社を中心としたアンケート調査を実施した。アンケート調査は郵送配布郵送回収方式によって任
意に抽出された旅行会社50社を対象に実施したところ、 5社より回答があった。実施時期は平成
26年 11月のため業務多忙や、記入式の回答があったことが回収数の低い原因として考えられる。
なお、回答5社の業務内容は下記のとおりである。
3社:企画旅行造成(受注企画旅行、募集型企画旅行)ならびに旅行商品の販売、添乗
1社:企画旅行造成(受注企画旅行、募集型企画旅行)ならびに旅行商品の販売
1社:企画旅行造成
4. 1 ツアー造成にあたっての主要コンセプト・館林市を訪れるパスツアーとしての商品の特徴
旅行造成にあたっての商品設計の主要コンセプトは、貸切パスを利用しながら、桜、紅葉、シ
ニア層に魅力のあるスポットなど風景・景観を重視したコースを設けるとのことであった。また、
「商品のコンセプトを明確に定めて販売することが重要」とのコメントがあり、購入者へわかり
やすく、魅力的な商品造成が重要といえる。なお、パスツアーの主な顧客層は、男女ともに 50歳
以上のシニア世代である。
また，回答 5社中、 2社が館林に立ち寄るパスツアーを造成している。その特徴として、それ
ぞれ「足利フラワーパーク(藤の時期)とあわせた分福茶釜を体験するツアー(過去 10数年実施
しているヒット商品)Jと「時期的につつじと足利の大藤(市内の芝桜などと 3大花めぐりを行う
商品川とのことであった。言い換えると 2社とも足利フラワーパークとタイアップしながら、「つ
つじj と「大藤jの「花j をつながりとしたパスツアーであるといえ、「花J以外をテーマにした
ツアーはないことがわかる。
4. 2 館林市の観光資源に対する評価
顧客に旅行商品を造成・販売すると仮定した上で、館林市の「観光資源」の強みについて質問
したところ、「つつじ」、「つつじまつり」、「花菖蒲まつり jが指摘され、花に関連した資源やイベ
ントに回答が集中しているといえる。一方、観光資源の弱みとして、「魅力が小さし、」、「知名度が
ない」、「資源と観光客ニーズ、がマッチしていなしリなどがあり、旅行会社やツアー利用客から見
45
0123456789
45
る館林市は観光地としての認識が薄いとも考えられる。そのため、より魅力ある資源やイベント
を紹介するとともに、近隣観光地との周遊を図ることで、これら問題点の改善が可能とも推察で
きる。
また、館林市を訪れるパスツアーを企画すると仮定した場合、館林市にあると良いと思う観光
素材や施設について質問したところ、「食文化」、「歴史体験」、「イベント参加」よりも「自然体験」
の指摘率が、若干高かった。館林市ならではの「食文化」に触れることや「イベントに参加」す
ること等、その場でしか出来ないコンテンツが含まれたツアー造成を行うことが、旅行参加への
5郎、動機付けになると解釈できる。その一方で、「現在、大人数を受け入れる体制がまだ、整ってい
ない」や「団体客向け飲食庖、大型駐車場など、団体客を収容できる設備を整えていくことが重
要」といった指摘もあり、これらの必要条件を積極的に満たしながら、さらに体験メニューの増
大など観光目的地としてより魅力的になる十分条件も合わせて整備する必要性が高い。
4. 3 周辺観光地とのタイアップについて
2014年 6月、群馬県富岡市にある富岡製糸場は世界文化遺産に登録された。同一県内にあると
ともに、大きな集客力を有するため、それらとの周遊、タイアップした観光振興方策も考えるこ
とができる。そこで、これらについて旅行会社への意向、フィージピリティについて質問したと
ころ、「パス駐車場の確保及び告知が問題」、「富岡製糸場の団体駐車場の予約がとれなし、」、「館林
もつつじの季節は渋滞が多く、時間帯が読みづらし、」、「大混雑で日帰りツアーとしては困難」と
いった問題点、課題の指摘がなされた。登録直後のために一時的な来訪ピークとなっており、そ
れらが一巡した状況を勘案しながら、再度検討する必要があるといえる。
しかしながら、他の観光スポットと補完しながらより魅力的なツアー造成を行うことは重要と
考えられるため、周辺観光地とタイアップや、周遊を図ることに対する効果や問題点についてあ
わせて質問したところ、「日帰り圏内であるため、周遊に限度がある」、「ターゲットの客層は群馬
県・栃木県内には魅力を感じなしリ、「埼玉起点では近すぎるため、よほど強力な素材(花)以外
では難ししリといった問題点の指摘があった。現状で十分な周遊コースが設定されていない問題
点を丹念に解消することが重要といえる。その上で、周遊のための仕掛けとして「各所とタイア
ップした割引券」や「スタンプラリー」とともに、「お花以外の観光資源のアピーノレ」、「各種イベ
ントの取組について検討し宣伝すること」がより重要になるとの指摘があった。これより、現在
ある資源の宣伝に加え、魅力ある仕掛け、設定を設けることによって、少しでも多くの方に興味
を持ってもらい、館林観光自体を訴求することが重要と考えられる。
4. 4 旅行事業者アンケ一卜のまとめ
館林市の観光資源の有効利用策検討を主たる目的として旅行会社を対象にアンケート調査を行
った。その結果、つつじが正公園やザ・トレジャーガーデン以外の観光施設の更なる魅力度の向
上を図るとともに、プロモーション強化や体験型観光資源の造成(例:工場見学)などによって新た
なマーケットである若い世代呼び込むことが重要と考えられた。そのため、潜在化している館林
市の新しい観光資源を再発見し、周辺施設との更なるタイアップ、プロモーション強化を行うこ
とが、館林市観光の魅力の多様化をもたらし、地道な観光振興の第 1歩になると考えられた。な
お、本調査は、アンケート調査のため、旅行会社の考え方や他地域との競合についての認識を更
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に深堀りする必要があると考えられる。研究期間も終わりに近づいてきているが、 2社程度、旅
行会社を対象としたヒアリングを実施し、本調査の補完を行う必要性が高いと考えられる。
5. まとめ
本調査研究では、茂林寺周辺地域の利用実態や有効利用案に対する市民意向を把握するととも
に、館林市の観光資源、観光プロモーションに対する旅行事業者の意向把握を目的として、市民
および旅行事業者を対象としたアンケート調査を実施した。
市民アンケートでは、茂林寺周辺地域への来訪頻度は1年に1回未満のサンフ。ノレが多くみられ、
日常的に立ち寄る形態としては散歩による利用がみとめられたこと、整備メニュー13項目に対す
る利用意向では、①物販コーナー、②芝生広場、③花園、④レストラン・カフェの指摘率が高い
とともに、来訪頻度や年齢階層によって利用意向が異なるため、地域整備にあたっては想定する
利用者層を明確に設定する必要性が高いことが明らかとなった。
一方、旅行会社へのアンケートでは、少数の回答にとどまったが、 1)ツアー造成にあたっての
主要コンセプト、 2)館林市を訪れるパスツアーとしての商品の特徴、 3)館林市の観光資源に対す
る評価、 4)周辺観光地とのタイアップ、それぞれについて把握することができた。特に、現状の
館林の強みとして、「つつじ」、「つつじまつり」、「花菖蒲まつり」などの花に関連した資源と各種
イベントが指摘されたこと、それに対して観光資源の弱みとして、「魅力が小さしリ、「知名度がな
い」、「資源と観光客ニーズがマッチしていなしリなどの指摘があったことが特徴といえる。館林
市ならではの「食文化」に触れることや「イベントに参加する」こと等、その場でしか体験出来
ないコンテンツを含むツアー造成を行うことが、旅行参加への5郎、動機付けになると解釈ができ、
その 1つに工場見学も指摘された。
館林市の観光振興を考えた場合、東京五輪を見据えながら地域振興の枠組みの設定とそれに対
する観光マーケティング実施に向けた仕組みの検討が必要と考えられる。その大きな方向性の中
で、茂林寺周辺地域の振興を誰のどんな利用場面を想定しながら、どのように、どのようなタイ
ムスパンで検討を進めるのか考える必要がある。そして、研究面における今後の課題としては、
観光入り込み客数の需要推定や、収益や費用を考慮した財務分析、観光による経済効果分析など
が考えられる。
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